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携帯サイト

現
在
、
日
本
は
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
景
気
回
復
が
続
い

て
い
る
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
身
近
な
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
相
次
ぐ
値
上
げ
は
市
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
の「
構

造
改
革
」な
ど
の
推
進
は
、
国
・
地
方
の
政
府
間

関
係
や
行
財
政
制
度
、
社
会
保
障
制
度
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

三
鷹
市
も
、
今
、
ま
さ
に
大
き
な
岐
路
に
立
っ

て
い
ま
す
。
人
口
構
造
の
変
化
か
ら
、
少
子
長
寿

化
に
対
応
し
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
や
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
向

け
た
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
成
長
期
に
整
備
し
た
公
共
施
設
の
改
修
や
建

て
替
え
の
時
期
が
到
来
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
更
新

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
制
度
の「
大
転
換
期
」と
、
社
会

資
本
・
都
市
施
設
の「
大
更
新
時
代
」を
同
時
に
迎

え
た
今
、
時
代
の
要
請
を
真
摯（
し
ん
し
）に
受
け

止
め
つ
つ
、
都
市
の
快
適
な
環
境
と
活
力
を
維
持

し
、
安
全
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
市
政
の
基
本
的
な
課
題
で

す
。そ

こ
で
、
私
は
、
本
年
度
を
、
安
全
に
、
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る「
輝
く
ま
ち
三
鷹
」

を「
高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」に
よ
っ
て

継
続
的
に
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
未
来
へ
の
投
資
」を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年

と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
三
鷹
市
が
、
皆
様
に
と
っ

て
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を
果
た
す
と

と
も
に
、
共
に
支
え
あ
う
地
域
社
会
を
実
現
し
、

直
面
す
る
地
域
課
題
を
解
決
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
未
来
に
向
け
て
希
望
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
、
確
か
な
三
鷹
の「
ま

ち
の
か
た
ち
」を
提
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、「
未
来
へ

の
投
資
」と
し
て
次
の
３
つ
の
取
り
組
み
を
基
本

に
据
え
、「
選
択
と
集
中
」に
よ
る
経
営
資
源
の
重

点
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
計
画
的
な
維
持
・
保
全
を
行
う
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、

「
都
市
の
更
新
・
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
「
第
３

次
基
本
計
画（
第
２
次
改
定
）」の
最
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
、
公

共
施
設
の
一
元
管
理
を
行
う「
公
共
施
設
課
」の
設

置
に
向
け
た
組
織
条
例
の
改
正
を
、
市
議
会
に
提

案
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
中
央
保

育
園
・
母
子
生
活
支
援
施
設
三
鷹
寮
と
東
台
小
学

校
の
建
て
替
え
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
耐

震
補
強
工
事
の
推
進
や
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

に
向
け
た
準
備
、
上
下
水
道
や
橋
梁（
き
ょ
う
り

ょ
う
）な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
耐
震
化
や
更
新

な
ど
に
も
取
り
組
み
ま

す
。さ

ら
に
、「
都
市
再
生

に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」と

し
て
、
公
共
施
設
の
利

活
用
や
再
配
置
な
ど
に

関
す
る
方
針
を
策
定
し

ま
す
。

「
未
来
へ
の
投
資
」は
、
今
の
私
た
ち
に
と
っ
て

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
創
る
だ
け
で
は
な
く
、
次

の
時
代
を
担
う
子
ど
も
や
孫
た
ち
の
世
代
へ
の

「
投
資
」で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
じ
か
保
育
園
の
開
設
や
、
七
小

学
童
保
育
所
の
建
て
替
え
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
、「
連
雀
学
園
」「
東
三
鷹
学
園
」「
お
お
さ

わ
学
園
」の
３
つ
の
小
・
中

一
貫
教
育
校
を
開
園
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
環
境
を
創

る
た
め
の
指
針
と
し
て
、

「
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ

ン（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、「
三
鷹
子

ど
も
憲
章（
仮
称
）」の
市

議
会
へ
の
提
案
を
目
指

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ

る
団
塊
の
世
代
の
地
域

回
帰
が
顕
著
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
大
学
や
市
民
協
働

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
事
業
や
活
動
の
連
携
と
充
実

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
を
通
じ
た
市
民

の
自
己
実
現
の
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

勤
労
者
や
高
齢
者
世
代

が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
安

心
し
て
快
適
・
健
康
に
生
活

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
高
環
境
・
高
福
祉
」の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
医
療
制
度
改

革
に
伴
う「
特
定
健
康
診
査
」

と「
特
定
保
健
指
導
」の
実
施

体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」の
取
り
組
み
も
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

介
護
予
防
事
業
や
地
域
ケ
ア
事
業
の
拡
充
の
ほ

か
、
制
度
改
正
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
の
国
や
東

京
都
へ
の
問
題
提
起
な
ど
、
基
礎
自
治
体
と
し
て

で
き
る
限
り
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
機
能
を

果
た
す
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
３
つ
の「
未
来
へ
の
投
資
」の
取

り
組
み
は
、「
第
３
次
基
本
計
画（
第
２
次
改
定
）」

に
よ
っ
て
総
合
的
か
つ
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
第
２
次
改
定
は
、
第
３
次
基
本

計
画
の
最
終
段
階
の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
目
標
全
体
の
達
成
に
も
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
市
長
選
挙
で
皆
様
か
ら
引
き
続

き
信
任
を
い
た
だ
き
、
市
長
と
し
て「
２
期
目
の

２
年
目
」を
迎
え
ま
す
が
、
心
も
新
た
に
、
誠
心

誠
意
、
全
力
で
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
く

決
意
で
す
。

平成20年度の市の予算案が、2月28日から始まった市議会定例会で審議され
ています。
新年度の予算案は、「未来への投資」として、①「都市再生に向けたビジョン」の

明確化と「ファシリティ・マネジメントの推進」、②地域や組織の財産である「人
・
財
・
」

の育成と「人間力」を育む取り組みの推進、③すべての世代の市民が安心して、快
適・健康に生活できる仕組みの確立、の3点を基本に据えて編成しました。
三鷹市は引き続き、「高環境・高福祉のまちづくり」による、「人間のあすへのま

ち」の実現に向けた取り組みを進めていきます。

一般会計 578億5,000万円
～「輝くまち三鷹」を目指して「未来への投資」を～

平成
20年度
予算案

新
年
度
の
施
政
方
針
（
概
要
）

三
鷹
市
長

「
都
市
再
生
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

明
確
化
と
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」

「
人
財
・

・

」の
育
成
と「
人
間
力
」を

育
む
取
り
組
み
の
推
進

す
べ
て
の
世
代
の
市
民
が
安
心
し
て
、

快
適
・
健
康
に
生
活
で
き
る

仕
組
み
の
確
立

2・3面に関連記事


